
シリーズ② 

　北近江の寺院や仏堂に祀られてい
る多くのホトケさま。今もなお地域
の人たちによって守り継がれていま
す。その中から代表的なものをシリ
ーズで紹介していきます。 

3 広報ながはま　2014年６月15日 広報ながはま　2014年６月15日 2

平成26年の交通事故発生状況(６月１日現在)

人身事故発生件数　196件（－47件）
死者　　　　　　　002人（±00人）
傷者　　　　　　　262人（－58人）

（前年比）

長
浜
市
指
定
文
化
財
　

「
木
造
天
部
形
立
像
二
躯
」

（
川
並
自
治
会
蔵
、
地
蔵
堂
安
置
）

・
指
定
日：

平
成
２
年
４
月
２
日

・
所
在
地：

余
呉
町
川
並

川
並
集
落
は
、「
天
女
の
羽
衣
伝
説

（
帝
王
編
年
記
）」
で
知
ら
れ
る
余
呉
湖

の
北
西
岸
に
位
置
し
ま
す
。「
羽
衣
伝
説
」

の
ほ
か
、「
桐
畑
太
夫
と
天
女
の
伝
説

（
桐
畑
太
夫
縁
起
）」、「
天
女
の
子
を
菅

原
道
真
と
す
る
伝
説
（
北
野
神
社
縁
起
）」

な
ど
も
伝
わ
り
、
天
神
信
仰
が
広
く
浸

透
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
ま

た
余
呉
湖
北
岸
に
は
「
衣
掛
け
の
柳
」

と
伝
わ
る
古
木
が
あ
り
ま
す
。

集
落
の
南
端
に
あ
る
地
蔵
堂
に
は
、

本
尊
子
安
地
蔵
半
跏
像
の
ほ
か
、
薬
師

如
来
三
尊
像
、
聖
観
音
像
、
三
十
番
神

像
な
ど
が
一
堂
に
安
置
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
集
落
地
先
に
は
七
つ
の
森
が
あ
り
、

か
つ
て
は
森
ご
と
に
堂
舎
が
あ
っ
た
と

い
い
ま
す
。

今
回
紹
介
す
る
天
部
像
は
、
も
と
は

四
方
位
を
警
護
す
る
四
天
王
像
と
し
て

造
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
二
躯
と

も
、
カ
ヤ
と
み
ら
れ
る
一
材
か
ら
、
台

座
（
邪
鬼
）
を
含
め
て
彫
り
出
し
て
い

ま
す
。
甲
冑
を
着
し
兜
を
つ
け
た
武
装

身
。
彩
色
が
施
さ
れ
て
い
た
ら
し
く
各

所
に
下
地
の
白
土
を
残
し
て
い
ま
す
。

両
像
と
も
肩
か
ら
先
を
失
う
も
の
の
、

体
躯
表
現
や
表
情
に
は
迫
力
が
あ
り
、

平
安
時
代
後
期
、
12
世
紀
頃
の
作
風
を

よ
く
示
し
て
い
ま
す
。

※
両
像
は
現
在
、
高
月
観
音
の
里
歴
史
民

俗
資
料
館
開
館
30
周
年
記
念
特
別
企
画

「
戦
火
を
く
ぐ
り
抜
け
た
ホ
ト
ケ
た
ち
」

の
中
で
、
特
別
公
開
を
行
っ
て
い
ま
す
。

開
期
12
月
28
日
（
日
）
ま
で

※
像
高
　
①
１
０
４
・
７
㎝

②
９
８
・
４
㎝

■問
高
月
観
音
の
里
歴
史
民
俗
資
料
館

（
7
８
５-

２
２
７
３
）

「あわない・起こさない」シルバー無事故運動に参加しませんか。
今年に入り、県内では高齢者の交通死亡事故が増えています。高齢者の皆さん

でチームを組み、本運動に参加することで、交通事故の防止をめざしませんか。

●参加条件：県内在住の人で、５人１組のチーム
※65歳以上の人が３人以上含まれていること

●募集期間：６月２日(月)～６月30日(月)
●受付場所：市民協働推進課(本館２階)および北部振興局地域振興課、

各支所窓口

昨年と比較して交通事故の発

生件数は減少していますが、浅
井地域と高月地域で交通事
故が増加しています。
慣れた道でも安全確認を確実

に行い、夜間は反射材を活用し
ましょう。

■問
市
民
協
働
推
進
課
（
7
６
５-

８
７
２
２
）

長
浜
・
木
之
本
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

雨
の
日
の
運
転
に
は
特
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い

雨
の
日
は
視
界
が
悪
く
な
る
う
え
、
窓
ガ
ラ
ス
が
曇
っ
た
り
、
路
面
が
滑
り
や
す
く
な
る

な
ど
悪
条
件
が
重
な
り
、
交
通
事
故
の
危
険
性
が
高
ま
り
ま
す
。

普
段
よ
り
速
度
を
落
と
し
、
車
間
距
離
を
十
分
に
と
っ
て
慎
重
に
運
転
し
ま
し
ょ
う
。

乾燥した路面と濡れた路面での緊急停止距離の違い 

40㎞/h

60㎞/h

約20m

約36m

約43m

約23m
雨の日の停止距離は 

普段の 

約1.2倍 

①②市役所本庁跡地の利活用方針についてお知らせします
■問総務課財産管理室（7６５－１７１７）

市
役
所
の
本
庁
舎
移
転
に
伴
う
跡
地
利
用
に
つ
い
て
、

長
浜
市
基
本
構
想
な
ど
各
種
計
画
や
地
域
の
皆
さ
ん
か

ら
の
要
望
等
を
踏
ま
え
検
討
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

こ
の
た
び
、
本
庁
跡
地
の
活
用
理
念
や
必
要
な
機
能

等
、
基
本
的
な
考
え
方
を
示
す
利
活
用
方
針
を
策
定
し

ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

今
後
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
得
な
が
ら
基
本
構

想
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

基
本
理
念

人
・
文
化
・
産
業
が
織
り
な
す
、

活
力
と
魅
力
あ
ふ
れ
る
都
市
空
間
の
創
出

基
本
方
針

（
１
）
だ
れ
も
が
学
び
、
活
動
し
、
成
長
で
き
る
場
づ
く
り

（
２
）
交
流
・
憩
い
の
場
づ
く
り

（
３
）
官
民
連
携
に
よ
る
産
業
・
賑
わ
い
・
地
域
の
活

性
化
へ
の
拠
点
づ
く
り

導
入
す
る
機
能
と
施
設

◆
中
央
図
書
館

老
朽
化
や
駐
車
場
不
足
の
問
題
を
抱
え
る
長
浜
図

書
館
を
移
転
す
る
と
と
も
に
、
さ
ら
な
る
サ
ー
ビ
ス

向
上
を
め
ざ
し
、
中
央
館
を
核
と
し
た
体
制
へ
の
転

換
を
図
り
ま
す
。

◆
公
民
館

老
朽
化
や
駐
車
場
不
足
の
問
題
を
抱
え
る
長
浜
公

民
館
を
移
転
し
、
生
涯
学
習
や
社
会
教
育
活
動
、
地

域
づ
く
り
に
お
け
る
活
動
拠
点
と
し
て
整
備
し
ま

す
。

◆
市
民
活
動
支
援
コ
ー
ナ
ー

市
民
活
動
を
促
進
す
る
た
め
、
市
民
活
動
に
取
り

組
む
団
体
の
設
立
や
運
営
の
支
援
等
を
行
う
拠
点
を

つ
く
り
ま
す
。

◆
産
業
創
造
セ
ン
タ
ー

長
浜
市
産
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
き
、
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
で
事
業
者
を
支
援
す
る
拠
点
と
し

て
整
備
し
ま
す
。

◆
共
用
ス
ペ
ー
ス

各
機
能
を
補
完
・
強
化
す
る
た
め
、
会
議
室
や
各

種
活
動
ス
ペ
ー
ス
な
ど
多
目
的
に
幅
広
く
使
用
で
き

る
共
用
ス
ペ
ー
ス
を
設
置
し
ま
す
。

◆
駐
車
場

来
訪
者
向
け
の
駐
車
場
や
観
光
バ
ス
乗
降
所
を
設

置
し
、
来
訪
者
の
利
便
性
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、

お
旅
所
（
黒
壁
ス
ク
エ
ア
西
）
と
の
連
携
に
よ
り
観

光
客
の
回
遊
性
を
高
め
ま
す
。

《
併
設
さ
れ
る
施
設
》

◆
長
浜
商
工
会
議
所

市
と
連
携
し
地
域
再
生
へ
の
取
組
み
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
産
業
創
造
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
に
よ
る

広
域
連
携
体
制
を
強
化
す
る
こ
と
で
、
地
域
経
済
の

活
性
化
を
促
進
し
ま
す
。

中央図書館 

公民館 
産業創造 
センター 

市民活動支援 
コーナー 商工会議所 

共用 
スペース 

駐車場 

共用 
スペース 

駐車場 

文化 

人 産業 

情報 
交流 

地域活性化 
賑わい 

今後のスケジュール
今後は、関係者や市民の皆さんの意見をお聞きしながら、施設の具

体的な内容について検討を進め、平成29年度の開館をめざします。

本庁跡地利用の機能連携イメージ

26年度 27年度 28年度 29年度 

方
針
決
定 

開
　
館 

基本構想策定 基本 
設計 

庁舎 
解体工事 

現時点 

暫定利用 

実施設計 建設工事 

市民参加 


